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ません。ほとんど同じと言っていいと思いま
す。 
これは何を意味するかというと、私たちは
日中という国境を越え、国家論を超えて、論
じ合える部分が農業以外にもたくさんあると
いうことです。そこのところが中国について
の研究者の方々の専門分野が生かされてくる
部分のはずです。日中関係における現在の政
府間関係にとらわれない、共存、発展をいか
にしてなしうるかということを考えていくの
が、大事なのではないかと思います。 
ぜひ本日は、莫邦富先生をはじめ、ICCS
に集まっていただいて研究してきていただい
た内外の先生方の非常に重厚な研究成果がこ
こで報告されるはずであります。大変短い話
でありますが、本日のシンポジウムの背景、
あるいは趣旨についてご説明させていただき
ました。どうもありがとうございました。 
 
